
市算数研究会    ９月授業実践提案指導案       ５年 「 小数のかけ算 」     授業者 葛谷 勲 （原小学校） 

１．単元で育成する資質・能力 
生きて働く「知識・技能」 未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」 学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」 

ア（ア）乗数や除数が小数である場合の小数の乗法及び除法の意味につ

いて理解すること。 

（イ）小数の乗法及び除法の計算ができること。また，余りの大きさに

ついて理解すること。 

（ウ）小数の乗法及び除法についても整数の場合と同じ関係や法則が成

り立つことを理解すること。 

イ（ア）乗法及び除法の意味に着目し，乗数や除数が小数である場合ま

で数の範囲を広げて乗法及び除法の意味を捉え直すとともに，それらの

計算の仕方を考えたり，それらを日常生活に生かしたりすること。 

 

〇数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよ

いものを求めて粘り強く考え、数学のよさに気付き学習したことを生活や

学習に活用しようとすること。 

乗法を乗数が小数の場合にも用いることができるようにしたり、除法

との関連も考えて、より広い場面に用いることができるようにしたりし

て一般化していく。その際、数量関係を表している文脈が同じときに

は、整数の場合に成り立つ式の形は、小数の場合にもそのまま使えるよ

うにするという考え方により、小数を含んだ乗法の意味を「基準にする

大きさ（B）」の「割合（p）」に当たる大きさを求める操作が B×p である

としてまとめることができる。Aを「割合にあたる大きさ」とすると B×

p＝Aと表すことができる。このとき pが小数になってもこのまま式が使

えるという考え方を用いて、乗法の意味を拡張していく。 

乗数が整数の場合，B×p=A という式で表された乗法の意味を，一つ分

の大きさ Bの p個分に当たる大きさや p倍に当たる大きさを求める計算

であると捉えていた。この乗法の意味を，乗数が小数の場合も含めて，

乗法の意味を Bを 1とみたときの pに当たる大きさを求める計算と捉え

直せるようにする。乗数が小数の場合にも整数と同じ考えで「整数×小

数」と表していいのか、その場合「小数をかける」意味はどのように考

えれば良いか明らかにする必要がある。そこで実際に「整数×小数」を

今までに学習した乗法の性質を用いて答えを出し、実際の数値と一致す

るかを確かめてみることが大切である。 

 乗数が小数の場合を整数で考えたことの経験が分数の時にも生かされた

り、身の回りの小数倍に目を向けたりすることで，小数やその計算を日常

生活で生かそうする態度を養うことが大切である。 

 問題解決の過程を振り返り、既習の知識及び技能を関連付けながら、根

拠をもとに筋道を立て考え、統合的・発展的に考察を進め、図を活用して

乗法の意味の拡張ができたときのよさを感じるとともに数学的な見方・考

え方を育成していく。数学的な見方・考え方を算数の学習の中だけで働か

せるだけでなく、大人になっても重要な働きをするものとなる。 

 

２． 数学的な見方・考え方の系統 

 

 
 

見方・考え方が 

成長する 

単元デザイン 

 本単元で学習する乗法については、第２学年、第３学年での整数の乗法を、第４学年で乗数が整数である場合の小数の乗法を学習

してきている。本単元では、これまでの乗数が整数である場合から一歩進めて、乗数が小数である場面の乗法の意味（乗法の意味の

拡張）と、その計算方法を考えていく。これまでの乗法は、被乗数が小数の場合であっても、全て「×整数」であった。整数の乗法

については、「１つ分の大きさが決まっているときに、そのいくつ分かを求める」、「何倍にあたる大きさを求める」などの場合に用い

てきた。乗数が整数である場合は、同数累加の考え方で意味を捉えることができた。しかし、乗数が小数の場合、同じ意味で捉える

ことができなくなる。そこで、本単元では乗数が小数の場合でも、乗数が「整数のときと同じように乗法が適用できるのでは」とい

う統合的な見方・考えのもと、乗法の意味の拡張を図る。「×小数」の計算の仕方については、機械的に積を求めるのではなく、そ

こで用いられている乗法の性質や数の意味について考え、計算方法をつくり上げていくことを大切にする。 

そして、単元の終末では、整数の乗法に関して成り立つ法則が小数の場合でも成り立つことを確かめていく。交換法則、結合法則や

分配法則が成り立つことを確かめるときには、１つの例だけがなりたつことでよしとするのではなく、それぞれの児童が自分で選ん

だ数を使って確かめるようにすることが必要である。いつでも成り立つことを帰納的に証明する体験をすることも重視したい。ま

た、計算法則が成り立つことを確認するだけでなく、計算法則を使って工夫することで簡単に計算できるようになることを実感する

ことが大切である。このように、本単元で学習したこれらのことは、第５学年「小数の除法」や「小数倍の第三用法」、６年「分数の

かけ算」での見方・考え方へとつながっていくことを意識して単元デザインを構成した。 

 

A 数と計算領域  ＜６年＞ 

 ＜本単元＞  

数とその表現や計算の意味に

着目 

 

発展的に考察して問題を見い

だすとともに、目的に応じて

多様な表現方法を用いながら

数の表しかたや計算の仕方な

どを考察する 

 

分数の乗法、乗法の意味の
拡張を図る。除法 

分数の乗法及び除法の意味/分

数の乗法及び除法の計算/計算

に関して成り立つ性質の分数

への適用 

 

＜４年＞  

数とその表現や計算の意味に

着目 

 

目的に合った表現方法を用い

て数の性質や計算の仕方など

を考察する 

 

小数の乗法、除法 

小数の乗法、除法の意味/小数

の乗法、除法の計算/計算に関

して成り立つ性質の小数への

適用 

  

 

数とその表現や数量の関係に

着目 

 

目的に合った表現方法を用い

て計算の仕方などを考察する 

 

小数の仕組みとその計算 

小数を用いた倍/小数と数
の相対的な大きさ/小数の
加法、減法/乗数や除数が
整数である場合の小数の
乗法及び除法 

時 本単元の前 １（本時） ２ ３・４・５ ６ ７ ８ ９ 本単元の先 

学習活動 

の概要 

 

リボンの値段図や数直線

を通して求める。 
乗法が小数の場合の意味 整数×小数の計算の仕方 

小数×小数の計算の仕方 

小数×小数の筆算の仕方 

（末尾が０のときの処理を含む） 

乗数が純小数のときの積

の大きさの考察 
面積や体積の公式への適用 

小数における 

交換法則、結合法則、分配法則 

 

数学的な見方・考え方を

ふりかえる 

 

育成を 

目指す 

資質・能力 

数のまとまりに着目して、被
乗数や被除数が小数の場合の
乗法や除法において、ある量
の何倍かを表すのに小数を用
いることができる。 

小数をかけることの意味について既
習の倍の見方を活用して考え、説明
することができる。 
小数をかけることについて既習の乗
法の意味（一つ分×いくつ分）が適
用できないことに気づき、図や式を
用いてその意味を考えようとしてい
る。 

整数×小数の計算の仕方を数直線
を用いて考え、説明することがで
きる。 

 

整数×小数の計算の仕方を小数の
構成や乗法の性質に着目して、整
数の計算に帰着して考え、説明し
ている。 

小数×小数の仕方を乗法の性質を活用して考
え、答えを求めることができる。 

 

小数×小数の筆算（末尾の０を処理したり、０
を補ったりする場合）の仕方を理解し、答えを
求めることができる。 

 

積の大きさに着目して、積の末尾の０を処理す
ることや０を補うことを考え、説明している。 

乗数が純小数の場合の被乗数
と積の大きさについて、数直
線を用いて考え、説明してい
る。 

辺の長さが小数で表されている場合
も面積や体積の公式を適用できるこ
とを理解している。 

 

辺の長さが小数で表されている場合
の面積や体積の公式について、単位
に着目して、整数に単位換算して考
え、説明している。 

小数の場合でも、交換、結合、分配法則
が成り立つことを、計算法則について考
える。 

 

整数ににつて成り立つ計算法則について
小数でも成り立つことを考え説明しよう
としている 

単元の学習を振り返り、価値
付けたり、今後の学習に生か
そうとしたりしている。 

・乗法の意味を捉え直すことで、そ
の過程や結果を振り返り、数学の
よさを感得していく。 

 
・本単元で学習したことを小数の除
法や小数倍の第三用法、６年「分
数のかけ算」へとつながげていこ
うとする。 

 

３．単元デザイン 



４．本時について 

本時目標 
数のまとまりに着目し、乗数が小数になる意味を考察するとともに、既習の乗数の意味（単位量×何こ分）が適用

できないことに気づき、図や式、数直線を用いてその意味を考えようとしている。 
見方：着眼点 考え方：思考・認知、表現方法 見方・考え方の成長 

本時に

おける 

知識・技能 乗数が小数の場合の乗法の意味について理解することができる。 

乗数の意味（１つ分×いく

つ分）に着目する。 

「整数のときと同じように乗法

が適用できるのでは」という考

え方 

乗法を（１つ分×いくつ分）と

いう見方・考え方から（基準量

×割合）のように割合としてみ

るという見方・考え方の成長 

思考・判断・表現 乗法の意味に着目し、乗数が整数の場合に帰着して考え、図や式、数直線などを用いて説明している。 

学びに向かう力 乗数が小数の場合の乗法の意味を捉えなおす。 

 

本時の主旨 
 

①問題場面を把握する 
②乗数に着目して、長さが２.３mのときのリボンの

値段を求める式について考察する。 

③乗数が小数のときについて数直線をもとに、演算決

定していく。 
④学習を振り返る 

本時では、既習の乗法の意味を確認してい

く中で、まだ学習していない乗法があるこ

とに気づく。「１つ分×いくつ分＝全部の

数」という既習の乗法をもとに「×小数」

について学習していく。しかし、既習の乗

法の意味では「×小数」の意味を捉えきれ

ないことに着目する。ただ言葉の式に数を

当てはめ、形式的に処理するのではく、図

や式、数直線などを行ったり来たりしなが

ら、演算決定していく。整数のときの乗法

と、小数のときの乗法を比較することで、

本時の「×２.３」へとつなげていく。 

こうして「×小数」の意味を児童が説明

できるような姿を目指していく。 

 ○乗法に着目し、リボンの値段の求め
方を考える。 

・１m の値段が 100 円のリボンと同じ種類で、

長さが伸び縮みするリボンを観察する。（A

１） 

・整数の時の乗法に帰着し、ここでも乗法が

使えるのではないかと見通しをもつ。（B） 

○図や式をもとに長さが２.３mのときのリボンの値

段を求める式ついて考える。 
・図や式をもとに２.３こ分の意味について考

える。（C） 

 

・４年生の既習から□を１とみたときに○にあ

たるという倍の考え方を想起する（D２） 

○整数に小数をかけることの意味を８０×
２.３をもとに考える。 

・既習の乗法を想起させながら、８０円の２.３

こ分とは一体どういうことなのかを説明す

る。 

・数直線を使って８０円を１（m）と見たときの

２.３倍と考えていく。 

○乗数が小数の場合でも、乗数が整数の

ときと同じように乗法が適用できる 

〇数直線を使えば、被乗数が小数の時

も演算決定の根拠を説明することが

できる。 

○除法や分数のときも適用できるので

はないかと統合的・発展的に考え

る。 

○身の周りにある小数で表された量に

ついて数理的に捉えていこうとす

る。 

乗法の意味を確認する。「一つ分×いくつ分

＝全部の数（値段）」 

式が８０×２.３になるのではないかと
類推する。 

４年生で学習したことを想起し、２.５倍や

１．５倍のように□を１とみたときに○にあた

るという倍の考え方を想起し、数直線にメモリ

をつけることを通して、本時の２.３倍も同様

に処理できそうだと統合していく。 

数直線（図）を根拠に８０×２．３の意味を説

明し合う。 

乗数が純小数になっても同じ考え方が適用でき

るかを考える。 
「小数の場合でも整数のときと同じよう

に考えることができることがわかった

ね。」 

「わり算の時にも同じ考え方で式をたて

られるのかな」 

 「今までのかけ算だと一つ分がいくつ分という

ような意味だったけど、２.３こ分って一体どう

いう意味なのかな。」 

「小数になると今までの一つ分がいくつ分で上手

く説明ができないなぁ。そういえば、４年生の

時に学習した倍の考え方が使えるのかも。」 

「数直線をみると比例関係だということがわかった

ね。やっぱり８０×２.３で OK だ！」「１より

小さい数の小数でもできるのかな。」 

５．教材の価値 

 
第４学年までに、乗数が整数である場合の

小数の乗法を学習してきている。本単元で

は、これまでの乗数が整数である場合から

一歩進めて、乗数が小数である場面の乗法

の意味（乗法の意味の拡張）と、その計算

方法を考えていく。これまでの乗法は、被

乗数が小数の場合であっても、全て「×整

数」であった。整数の乗法については、「１

つ分の大きさが決まっているときに、その

いくつ分かを求める」、「何倍にあたる大き

さを求める」などの場合に用いてきた。乗

数が整数である場合は、同数累加の考え方

で意味を捉えることができた。しかし、乗

数が小数の場合、同じ意味で捉えることが

できなくなる。そこで、本単元では乗数が

小数の場合でも、乗数が「整数のときと同

じように乗法が適用できるのでは」という

統合的な見方・考え方を高め、乗法の意味

の拡張を図る。本単元で働かせた数学的な見

方・考え方が、６年「分数のかけ算」で活かされ

るようにする。 

   



６．授業記録  

T１３ どこに２こあるの？ 

 

 

T１４ みんな C１４さんが言ってることわかった？ 

 

 

 

 

 

 

 

T１５ だから、２m のときの値段は８０円が２こ分で 

１６０円なんですね。（８０×２＝１６０） 

 

T１６ えっ、１m のときの値段も式がかけるの？！ 

 

T１７ だって、最初みんなは「問題に書いてあるよ、

先生」って言ってたじゃん。本当にかけるの？ 

 

T１８ それでは、書いてみてください。どうぞ！ 

 

T１９ どうですか。かけましたか。 

 

T２０ それでは、１m の値段を求める式を教えてくれ

る人？ 

T２１ ということは答えは？ 

   （８０×１＝８０） 

T２２ この８０×１の「×１」ってこれどういう意味

なの？ 

 

 

 

 

 

 

T２３ じゃあここに書いてある「×１」は１m って意

味なんですね。じゃあ、さっきの８０×２のと

きも「×２」は２m っていう意味なんですね？ 

T２４ ん？どっちですか？ 

   「２m」なの？「２こ分」なの？ 

 

C１４ ここに１m８０円のテープがあるから、これが２

こ分で１６０円。 

 

C１５ うんうん。 

 

 

 

 

 

 

 

C１６ 先生、１m のときも式かいてもいいですか。 

 

 

C１７ 書ける、書ける！！ 

 

C１８ うん、書けるよ！ 

 

 

 

 

C１９ 書けた！ 

 

T２０  ８０×１になりました。 

 

T２１ ８０円 

 

T２２ ８０円のリボンが１mあるから×１だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

C２３ うん、そういうこと。 

C２４ いや、さっきの「×２」は、２こ分だから１６

０円なんじゃないかな。 

C２５ あっ、先生、２こ分だよ！ 

だって、１つ分×いくつ分ってやったもん！ 

何個分ってやったもん！ 

教師の発問 児童の反応 

 

 

T１ 昨日のことを思い出して欲しいんだけど、１m が

８０円のリボンがあります。（実物を提示する） 

  ここまでは、大丈夫？ 

T２ じゃあ、１m の値段っていくら？ 

 

T３ なんでそんなことわかるの？ 

T４ どこに？ 

 

T５ じゃあ計算しなくても１m のリボンの代金は知っ

ているんだね。 

 

T６ １m の長さはどれくらいか図に表わせる？ 

   それじゃあ、かいてみようか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

T７ どうですか。かけましたか。 

   ０から出発して、メモリの１にあたるところまで

線が伸びてれば、先生のイメージと合っていま

す。 

T８ これで１m の値段や場所はわかったんだね。 

   じゃあ、２m のときもわかるの？ 

   それじゃあ、かいてみようか。 

 

T９ かけましたか。 

  ０から出発して、メモリの２にあたるところまで線

が伸びてれば、先生のイメージと合っています。 

 

T１０ これで２m の場所はわかったんだけど、結局２m

でいくらになるの？ 

T１１ どこにも書いてないのに、なんでそんなこと分

かるの？ 

T１２ C１２さんが、なんで８０×２になるのって言っ

てたけど・・・ 

 

 

C１ うん、わかる！ 

 

 

C２ ８０円 

 

C３ だって書いてあるじゃん。 

C４ 問題に書いてあるよ、先生！ 

 

C５ 当たり前じゃん！ 

 

 

C６ できるできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C７ かけた！ 

 

 

 

C８ うん、わかる。 

 

 

 

C９ かけた！ 

   先生と合ってる。 

 

 

C１０ １６０円 

 

C１１ ８０×２で１６０円になる。 

 

C１２ なんで８０×２になるの？ 

C１３ だって８０円が２こあるから。 

①問題場面を把握する（A の局面） 

 

 



T２５ そうか、そうか。きみたちが学習してきたかけ

算は「１つ分×いくつ分」っていう意味のかけ

算だったもんね。 

T２６ つまり、さっきの×１はどういう意味かという

と・・・ 

T２７ そしたらもう少し、長さを伸ばしてもいいです

か。２m のときもいけたんだから、３m のときも

いけるの。 

   それじゃあ、図にかいてみようか。 

 

T２８ え、式も自分で書けるの！？。 

   じゃあ、式もかける人は書いてみて下さい。 

 

T２９ かけましたか。 

  先生のイメージと合っていれば、０から出発し

て、メモリのちょうど３にあたるところまで線

が伸びてれば、ここが３m になっています。 

 

T３０ それじゃあ、式を教えてくれる人。 

 

T３１ ８０×３は、いくらになるの？ 

（８０×３＝２４０） 

T３２ じゃあ、確認するけど、８０×３＝２４０の

「×３」ってどういう意味なの？ 

T３３ なるほど、３こ分だから「×３」なんだ。 

 

 

T３４ ２.３m のときも図で表せそう？ 

 

T３５ え、大体でいいのかな。  

そうかそうか。じゃあ、誰がみても分かるよう

に、はっきりかいてください。 

 

T３６ じゃあ、２.３m の場所を教えてくれる人？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C２６ １こ分！！ 

 

C２７ いける！ 

 

 

C２９ 先生、式も書いてもいいですか。 

 

C３０ かける！ 

 

 

C３１ かけました！ 

 

 

 

 

C３２ ８０×３です。 

 

C３３ ２４０円 

 

C３４ ８０円のリボンが３こあるから。 

 

 

 

 

C３６ えー、２.３mってどこ？ 

C３５ 先生、大体でいいですか？ 

C３６ ううん、だめ。 

 

 

 

C３７ はい！ 

（３人に２.３m の位置を黒板に示してもらう。） 

 

 

 

 

 

 

 

T３７ みんなにききたいんだけど、なんで３人とも２.

３m の位置がばらばらなの？ 

   だってさ、さっき１m のときは、はっきりわかっ

たんでしょ。２m ときも、はっきりわかったんで

しょ。３m のときも、はっきりわかったんでし

ょ。 

T３８ でも、なんで２.３m になった瞬間に３人とも位

置がばらばらなの？ 

T３９ 印って何？ 

 

 

T４０ あ、じゃあメモリがあればはっきり分かるの？ 

 

 

T４１ そうかそうか。みんなは２.３m の場所がはっき

り分からないのね。だからみんな困ってたの

か。じゃあ、一緒にメモリを付けてみましょう

か。 

 

T４２ メモリをつけ終わりましたか。 

    じゃあ、２.３m の位置を教えてくれる人？ 

 

 

 

 

 

 

T４３ 念のために確かめてみましょうか。 

   ２のメモリの次のメモリが・・・ 

その次が・・・、その次が・・・。 

 

T４４ なるほど、これなら誰が見てもはっきり分かる

ね。じゃあ、図にも表してみましょうか。 

 

T４５ 式はどんな式になりそう？ 

 

T４６ そうだね。答えは昨日、いろんなやり方で求め

たもんね。答えはいくらだっけ。 

T４７ 「×１」は１こ分でしょ、「×２」は２こ分、

「×３」は３こ分だったよね。 

じゃあ、「×２.３」のときは・・・？ 

 

 

C３８ うん、わかったよ。 

   そうそう。 

 

 

C３９ だって、印ができてないもん。 

 

C４０ １m とか２m とか３m のときはちゃんと 

分かれてたもん。 

C４１ 小さいメモリがあればいいのに・・・ 

C４２ うん、そうそう！ 

    そういうこと。 

    メモリがあればいける！ 

 

 

 

 

 

C４３ はい。（２.３の位置を示してもらう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

C４４ ２.１。 

２.２、２.３！ 

 

C４５ うん、これならかける。 

 

 

C４６ ８０×２.３になると思う。 

C４７ 答えもわかってる。 

C４８ １８４円 

 

C４９ ２.３こ分 

 

 

 

②８０×２．３の意味について考える。（B、C の局面） 



T４８ 今までの考え方だと２.３こ分っていうような考

え方だよね。 

T４９ じゃあ１m のリボンをもとに、この長いリボン

を２.３こ分でぴったりで切ってください。 

   やってくれる人？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T５０ じゃあ、みんなはリボンを買いに行くときに

は、わざわざ２.３m のリボンを測ってから、そ

れと同じ物を持って買いに行くんだ。 

 

T５１ じゃあ、本当に買いに行く時ってどうするの？ 

 

 

 

 

T５２ 今まで習ってきたかけ算は、どういうかけ算か

思い出してみようか。 

   ２年生の時。１本４cm のテープを５本合わせた

長さを考えるときに４＋４＋４＋４＋４で２０

cm って考えてきたんだけど、もし、もっと数が

大きくなったら・・・ 

T５４ だから、みんなは何を学習したの？ 

 

T５５ だから今回の「２m」で考えると、８０円が２こ

分だから・・・ 

T５６ なるほど、８０を２回足しているのですね。 

 

T５７ じゃあ、今回のかけ算だと「２.３m」のとき

は、８０円が２.3 こ分だから・・・ 

T５８ 足し算で書くと？ 

 

T５９ じゃあ８０＋８０＋０.３と８０×２.３は同じ

意味なんですね。 

 

 

 

C５０ やりたいやりたい！ 

   （しばらく考えて・・・） 

   この黒板に貼ってある本物の２．３m のリボンに

合わせてばできる。 

 

 

 

 

 

 

 

C５１ ううん、そんなことしない。 

 

 

 

C５２ あ、わかった！まず２mでチョキンして、あと

は０.３こ分を考えれば・・・うーん。 

 

 

 

 

 

 

 

C５３ 面倒くさい！ 

 

C５４ かけ算！ 

 

C５５ ８０×２＝１６０ 

C５６ ８０＋８０＝１６０ 

 

 

C５７ ８０×２.３＝１８４ 

 

C５８ ８０＋８０＋０.３ 

 

C５９ 違う。計算すると１６０．３になっちゃう。 

C６０ 違う。２４にするの 

 

T６０ ８０×２.３の意味って、今までのかけ算の考え

方だと、上手く説明するのが・・・ 

 

T６１ つまり８０円を２.３回足すことってできるの？

できないの？ 

 

T６２ このままだと、今まで一生懸命勉強してきたか

け算がこれからは使えなくなっちゃうよ。 

 

T６３ ４年背の時習ったことって？ 

T６４ この前やった、０.３×４は１つ分×いくつ分っ

ていう考え方だったよね。 

 

T６５ １m や２m や３m のときの値段はすぐ分かるの

に、２.３m になった瞬間、なぜ分からなくなる

の？ 

T６６ そうだよね。中途半端だから「１つ分×いくつ

分」の考えが使えないんだよね。 

 

T６７ つまり、今までのかけ算と今回のかけ算は比べ

てみるとどこが違うの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

T６８ 今までは「１つ分×いくつ分」だったから、１

こ分、２こ分、３こ分ってずっと整数の舞台で

考えてきたんだったね。 

T６９ 君たちは今なぜ、困っているかというと小数だ

から説明できなくて、困ってるんだよね。 

 

T７０ でもね、みんなは今までに小数をかけたことが

あるんだよ。小数をかけたことなかった？ 

T７１ ２.５倍とか１.５倍とか聞いたことない？ 

T７２ みんなは４年生のとき「倍の考え方」は学習し

ているんだね。 

T７３ 今、みんなは、いくつ分の考え方では、もう説

明するのに限界が来てるの。 

C６１ 説明できない。 

 

C６２ できない。 

 

 

 

C６３ 先生、４年生の時習ったこと使えばできそう。 

 

C６４ この前やった０.３×４っていうやつ。 

 

 

 

C６５ だって、中途半端だもん。 

 

 

 

 

 

 

C６６ うーん・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C６７ そうそう。 

 

 

C６８ こっちは小数だから！ 

 

 

C６９ あ、あった！ 

   ４年生のときの一輪車の問題 

 

C７０ あるある！ 

 

 

C７１ だから説明できないのか。 

  



 

 

 

T７４ じゃあ、どこに目を向けたら同じかけ算として

考えることができるの？ 

T７５ うまく説明できないときは、図に表わしてみま

しょう。一緒に図をつくってみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T７６ ４年生のときに学習した「倍の考え方」を使う

と、１m８０円のテープを「１とみる」考え方を

使おうか。 

 

T７７ 例えば、この黒板消しを１個じゃなくて、１と

みると、２つで２個っていうんじゃなく

て・・・３つで・・・ 

T７８ 今知りたいのは２.３こ分とみるんじゃなく

て・・・ 

T７９ 大事なことは、１m を１こ分とみるんじゃなく

て、「１とみる」考え方を使ったんだよね。 

 

 

 

T８０ つまり、８０円を１とみたときに１にピタっと

あたる大きさが・・・ 

T８１ ８０円を１とみたときに２にピタっとあたる大

きさが・・・ 

T８２ ８０円を１とみたときに３にピタっとあたる大

きさが・・・ 

T８１ ８０円を１とみたときに・・・ 

 

T８２ そうだね。ピタっと２.３にあたる大きさが１８

４円になるんだね。だから式にすると・・・ 

 

 

 

C７２ 先生、さっきの「倍の考え方」は使えないか

な。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C７３ うん、１とみる。 

 

 

 

 

C７４ ２倍、３倍 

 

C７５ ２.３倍！ 

 

 

 

 

 

 

C７６ ８０円 

 

C７７ １６０円 

 

C７８ ２４０円 

 

C７９ ピタっと２.３にあたる！ 

 

C８０ ８０×２.３＝１８４円になる。 

 

 

T８３ つまり、「倍の考え方」を使えば、整数のときも

小数のときも同じかけ算として・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T８４ それでは算数日記を書きましょう。 

 

C８１ 計算できる。 

    考えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③かけ算の意味を拡張する。（D の局面） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．子どものふりかえり 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の局面 の局面

の局面

問題場面の把握 問いの設定 

活用・意味づけ 

統合・発展 

結果 

問いの設定 

倍の考え方をつかう。 

８０円を１とみる。 

整数でも小数でも同じ
かけ算として考えるこ

とができる。 

今までのかけ算（同数累加） 

1 つ分×いくつ分 

数直線上に２．３の位
置をはっきり示す。 

 

どこに目を向けたら同じか
け算として考えることがで

きるのか。 

倍の考え方（意味の拡張） 

いくつ分の考え方は整数の時しか使
えない。➡同数累加の乗法の限界 

の局面



８．分析と考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T１１ どこにも書いてないのに、なんでそんなこと分かるの？ 

C１１ ８０×２で１６０円になる。 

T１２ C１２さんが、なんで８０×２になるのって言ってたけど・・・ 

C１２ なんで８０×２になるの？ 

C１３ だって８０円が２こあるから。 

T２３ じゃあここに書いてある「×１」は１m って意味なんですね。じゃあ、さっきの８０×２のときも「×２」

は２m っていう意味なんですね？ 

C２４ いや、さっきの「×２」は、２こ分だから１６０円なんじゃないかな。 

T２４ ん？どっちですか？ 

   「２m」なの？「２こ分」なの？ 

C２５ あっ、先生、２こ分だよ！ 

だって、１つ分×いくつ分ってやったもん！ 

何個分ってやったもん！ 

 

 １ｍ８０円のリボンの値段は計算しなくてもわかる。じゃあ２ｍのときの値段は？３ｍの時の値段は？と考えて

いく事で「１つ分×いくつ分」（同数累加）の考え方である「今までのかけ算」について見方・考え方をふりかえ

る。初めはかけ算は「いくつ分」と感覚的に語っていた子どもたちが、数直線とテープ図を観察し

ながら、今まで学習してきたかけ算について根拠を示しながら、より明晰

な見方・考え方にしていこうとする姿が見られた。 

 

T４９ じゃあ１m のリボンをもとに、この長いリボンを２.３こ分でぴったりで切ってください。 

C５０ やりたいやりたい！ 

   （しばらく考えて・・・） 

   この黒板に貼ってある本物の２．３m のリボンに合わせてばできる。 

T５０ じゃあ、みんなはリボンを買いに行くときには、わざわざ２.３m のリボンを測ってから、それと同じ物

を持って買いに行くんだ。 

C５１ ううん、そんなことしない。 

T５１ じゃあ、本当に買いに行く時ってどうするの？ 

C５２ あ、わかった！まず２mでチョキンして、あとは０.３こ分を考えれば・・・うーん。 

 

ここでは、リボンを２．３こ分に切るという操作活動を通して、いくつ分の考え方で「×２．３」を説明し

ていこうと、考え始めている場面である。１つ分をもとにして、２ｍのときも３ｍのときも考えることができ

たのだから、２．３ｍも同じように考え始める。しかし、実際にリボンを買いにいく場面を想像し、子どもた

ちの説明では上手く説明することができず、釈然としていない様子が見られた。 

 

 ここで、【今までのかけ算】と【今回のかけ算】の比較をした。 

今までのかけ算だと、80 円のリボンが２ｍや３ｍの時の値段は、「いくつ分」の考えで説明することができた。

子どもの言葉で言うと、「８０×２」「８０円が２こ分」「８０円を２回足す」、つまり同数累加の考えをしてい

た。比例を学習しているため、リボンが２．３ｍの時の値段を求める式は８０×２．３になりそうだと類推す

ることはできていた。しかし、「８０円が２．３こ分？」「８０円を２．３回足す？」という発言が出たとた

ん、首をかしげる姿が見られた。つまり、このままでは今までのかけ算の「いくつ分」の見方・考え方では限

界があることに気づく。 

 そこで、どこに目を向けたら同じかけ算として考えることができるかという

問いが生起された。 
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T６８ 今までは「１つ分×いくつ分」だったから、１こ分、２こ分、３こ分ってずっと整数の舞台で考えてきたんだったね。 

T６９ 君たちは今なぜ、困っているかというと小数だから説明できなくて、困ってるんだよね。 

  

T７０ でもね、みんなは今までに小数をかけたことがあるんだよ。小数をかけたことなかった？ 

T７１ ２.５倍とか１.５倍とか聞いたことない？ 

T７２ みんなは４年生のとき「倍の考え方」は学習しているんだね。 

T７３ 今、みんなは、いくつ分の考え方では、もう説明するのに限界が来てるの。 

課題 

子どもから「倍の考え方」を引き出せなかった。 

C の局面から D の局面への接続が、教師主導にな

ってしまった。 

具体的にどのように改善すれば、子ど

もたちから「倍の考え方」を引き出せ

たのだろう。 


